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（１） ２００５年１月２５日 第８９２号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

トトヨヨタタはは社社会会的的責責任任をを果果たたせせ
２００５．１．２５ トトヨヨタタ総総行行動動決決起起集集会会
No.892 ●●とと きき 22月月1111日日（（金金・・休休日日））

１１１１：：００００～～１１２２：：００００
●●ととこころろ 山山之之手手公公園園（（豊豊田田市市））

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

＊集会終了後はトヨタ本社までデモ行進

今
年
４
月
に
名
古
屋
市
長
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
で
は
、
小
泉
「
構
造

改
革
」
に
よ
る
国
民
い
じ
め
、
さ
ら
に
松

原
市
政
に
よ
る
市
民
犠
牲
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
、
く
ら
し
・
憲
法
第
一
の
名
古
屋
市
政

を
実
現
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

１
月
９
日
に
開
か
れ
た
名
古
屋
・
革
新

市
政
の
会
臨
時
総
会
で
、
く
れ
ま
つ
（
榑

松
）
佐
一
さ
ん
（
愛
労
連
事
務
局
長
・
４８

歳
）
を
候
補
者
と
し
て
擁
立
す
る
こ
と
を

決
定
。
自
治
労
連
愛
知
県
本
部
も
１
月
７

日
の
第
８
回
闘
争
委
員
会
で
く
れ
ま
つ

（
榑
松
）
佐
一
さ
ん
の
推
薦
を
決
定
し
ま

し
た
。

名名古古屋屋
市市長長選選
候候補補

くく
らら
しし
・・
参参
画画
・・
次次
世世
代代

佐一さん 豊橋市職員労働組合

豊橋市消防連絡会

豊
橋
市
職
労
と
豊
橋
市
消
防

連
絡
会
は
９５
年
１
月
１７
日
の
阪

神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
、
防

災
を
考
え
る
場
と
し
て
９７
年
１

月
か
ら
毎
年
、「
阪
神
淡
路
大

震
災
メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
」
を
市

役
所
や
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民

病
院
内
ア
ト
リ
ウ
ム
（
１
階
フ

ロ
ア
ー
）
で
開
催
し
て
き
ま
し

た
。

今
年
は
１
月

１１
日
か
ら
２１
日

に
開
催
し
、
当

時
の
震
災
被
害

や
消
防
隊
の
救

援
活
動
の
写
真

パ
ネ
ル
２８
枚
を

展
示
。
ま
た
、

昨
年
新
潟
の
中

越
地
震
の
派
遣

活
動
の
模
様
を

ま
と
め
た
豊
橋

市
職
労
の
ニ
ュ

ー
ス
（
あ
し
な

み
）
な
ど
の
配
布
や
ビ
デ
オ
放

映
を
行
い
ま
し
た
。

熱
心
に
パ
ネ
ル
を
見
て
い
た

６０
代
の
男
性
は
、「
い
つ
地
震

が
起
き
て
も
不
思
議
で
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
パ
ネ
ル
を
見
て
改
め
て
地
震

の
怖
さ
を
感
じ
ま
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
取
材
し
た
１

時
間
の
間
に
多
く
の
市
民
が
展

示
物
を
見
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
を
運
営
し
て
い

る
豊
橋
市
消
防
連
絡
会
の
方
々

に
も
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
自

主
組
織
の
消
防
連
絡
会
が
結
成

さ
れ
た
の
が
９６
年
。
そ
の
翌
年

か
ら
市
民
に
訴
え
る
と
り
く
み

を
開
催
し
て
９
年
目
を
迎
え
る

そ
う
で
す
。「
０２
年
４
月
に
東

海
地
震
の
『
強
化
地
域
』（
県

内
５７
市
町
村
）
に
豊
橋
市
も
指

定
さ
れ
防
災
へ
の
と
り
く
み
が

業
務
と
し
て
も
高
ま
り
ま
し

た
。
町
内
会
ご
と
に
地
震
に
対

す
る
ビ
デ
オ
機
材
を
持
っ
て
講

習
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
行
政
が
よ
う
や
く
私
た
ち

の
訴
え
る
防
災
の
と
り
く
み
に

近
づ
い
て
き
た
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

住住
民民
とと
とと
もも
にに
防防
災災
をを
考考
ええ
るる

松
原
「
オ
ー
ル
与
党
」
名
古

屋
市
政
は
、
ム
ダ
な
大
型
公
共

事
業
を
推
進
す
る
一
方
で
、
財

政
赤
字
を
口
実
に
「
自
治
体
リ

ス
ト
ラ
」
と
敬
老
パ
ス
の
有
料

化
や
福
祉
給
付
金
の
改
悪
な
ど

職
員
・
市
民
へ
の
犠
牲
と
負
担

を
押
し
つ
け
て
き
ま
し
た
。「
住

民
こ
そ
主
人
公
」
の
地
方
自
治

の
流
れ
を
つ
く
り
だ
し
ま
し
ょ

う
。す

べ
て
の
単
組
で
学
習
・
討

論
を
す
す
め
、
く
れ
ま
つ
佐
一

候
補
の
推
薦
決
議
、
支
援
活
動

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
組
合
員
一
人
１
０

０
０
円
の
任
意
カ
ン
パ
」
を
基

本
に
し
た
方
針
を
１
月
２９
日
県

本
部
臨
時
大
会
で
確
立
す
る
予

定
で
す
。

す
べ
て
の
自
治
労
連
組
合
員

の
力
を
あ
わ
せ
、
大
奮
闘
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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豊橋市民病院で１月１１日～２１日に開催されました

【プロフィール】昭和３１年２月５日生（４８）／
守山区在住／１９７８年名大理学部卒／めいき
ん生協職員／愛労連（愛知県労働組合総連
合）事務局長

くくれれままつつ候候補補決決意意表表明明
松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
松原市長は、市民の暮らし、福
祉をバッサリ切り捨て、一方でフ
ジチク不正には手をつけようとし
ない。悪政の大本である小泉「構
造改革」やイラクへの自衛隊派遣、
憲法改悪の動きにはひと言もあり
ません。この市政を変えましょう。

くくららしし
「くらし」は戦争に反対する
キーワードです。毎日の暮らし
を良くすることを基本に市政を
運営します。私は大企業奉仕は
しません。

参参 画画
松原市長は、ムダな開発など
自分に都合のいいことを優先す
る一方、トップダウンでそのほ
かの予算を一律カットし、市民
の声は聞きません。審議会など
でも、市民の代表が入り、計画
段階から参画していく市政運営
に改めます。

次次世世代代
子育て世代、青年、３０代～４０

代の人たちが展望をもて、次の
世代を担えるよう行政として
バックアップをすすめます。
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昨年の沖縄に続く１００人の

イベント第２弾�
青年部対象のヨコヨコ企画

に参加を呼びかけます

日程…2005年3月12日（土）
～3月13日（日）

費用…2万円
（組合からの補助有り）

申込み…各組合事務所又は県
本部まで

第一次〆切…1月31日（月）

自
治
労
連
の
運
動
に
確
信
�

１
月
１３
日
（
木
）、
青
年
部

常
任
委
員
会
で
羽
根
委
員
長
を

講
師
に
自
治
労
連
を
結
成
し
た

歴
史
的
背
景
を
学
習
し
ま

し
た
。

な
ぜ
「
自
治
労
連
」
と

「
自
治
労
」が
あ
る
の
か
、

今
の
青
年
組
合
員
は
ほ
と

ん
ど
の
人
が
知
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
、
羽
根

委
員
長
の
お
話
に
よ
り
、

戦
前
、
戦
後
の
労
働
組
合

の
違
い
や
戦
後
の
労
働
組

合
の
果
た
し
て
き
た
役
割

の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
た

た
か
わ
な
い
組
合
が
多
数
派
を

占
め
て
い
る
の
は
、
権
力
に
守

ら
れ
、
当
局
指
導
の
も
と
組
合

役
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
、激
動
の
情
勢
の
な
か
で
、

私
た
ち
青
年
が
が
ん
ば
ら
な

か
っ
た
ら
、
政
府
の
横
暴
は
思

い
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
、
５０
年
目

の
節
目
を
迎
え
る
０５
春
闘
を
た

た
か
い
ぬ
く
決
意
と
自
治
労
連

運
動
を
す
る
確
信
の
持
て
る
学

習
会
で
し
た
。

県
本
部
青
年
部
書
記
長

小
川

薫

羽根委員長を講師に青年部常任が学習

阪阪阪阪神神神神・・・・淡淡淡淡路路路路大大大大震震震震災災災災１１１１００００年年年年
メメモモリリアアルルデデーー

くれまつ（榑松）
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（２）自治体 あいちの仲間２００５年１月２５日 第８９２号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

陸
上
自
衛
隊
第
１０
師
団
の
イ

ラ
ク
派
兵
に
反
対
す
る
県
民
集

会
が
１
月
１６
日
、
名
古
屋
市
守

山
区
の
山
下
公
園
で
開
か
れ
、

８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
師
団
か
ら
は
２
月
に
も
イ
ラ

ク
へ
の
派
遣
が
さ
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
決
意
表

明
で
見
崎
愛
労
連
議
長
は
、
夜

間
高
校
の
教
え
子
で
自
衛
隊
員

の
生
徒
も
い
た
こ
と
に
ふ
れ
、

「
家
族
の
思
い
を
考
え
る
と
胸

が
痛
く
な
る
」
と
派
兵
反
対
を

訴
え
ま
し
た
。
集
会
後
参
加
者

は
、「
守
山
・
自
衛
隊
は
イ
ラ

ク
へ
行
く
な
」
と
書
い
た
横
断

幕
や
の
ぼ
り
を
持
っ
て
、
同
師

団
の
駐
屯
地
ま
で
ピ
ー
ス
ウ
ォ

ー
ク
。「
有
事
法
制
反
対
ピ
ー

ス
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
人
た
ち
と

一
緒
に
１
０
０
０
人
が
「
人
間

の
鎖
」
を
つ
く
っ
て
同
司
令
部

基
地
を
包
囲
し
ま
し
た
。
最
後

に
同
司
令
部
に
派
兵
反
対
の
要

請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

自自
衛衛
隊隊
はは
イイ
ララ
クク
へへ
行行
くく
なな

寒
さ
が
き
び
し
い
こ
の
時

期
は
腎
臓
（
じ
ん
ぞ
う
）
が

影
響
を
受
け
や
す
い
季
節
で

す
。

東
洋
医
学
で
は
膀
胱
（
ぼ
う

こ
う
）
系
に
続
い
て
腎
経
が
あ

り
、「
恐
れ
」
を
主
管
し
て
い

る
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
父
母

か
ら
授
か
っ
た
先
天
の
元
気
や

生
命
が
宿
る
と
こ
ろ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

関
係
す
る
の
は
、
膀
胱
、
生

殖
器
、
骨
、
脳
、
体
液
、
耳
、

髪
な
ど
、
広
い
範
囲
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
冬
の
風
邪
が
重
症

に
な
っ
て
治
り
に
く
い
よ
う

に
、
腎
経
の
病
も
放
っ
て
お
く

と
重
く
な
り
、
治
り
に
く
く
な

り
ま
す
。

腎
経
が
弱
っ
て
い
る
と
、
電

話
の
ベ
ル
に
さ
え
圧
迫
感
や
恐

怖
感
を
覚
え
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
い
ら
い
ら
し
た
り
、
一

人
で
静
か
な
と
こ
ろ
に
い
た
い

と
思
っ
た
り
す
る
な
ど
、
精
神

的
に
不
安
定
な
状
態
に
陥
り
ま

す
。
小
便
の
出
が
悪
く
な
っ
た

り
、
の
ど
が
渇
く
、
足
が
ほ
て

る
、耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
。

急
に
白
髪
が
増
え
る
な
ど
の
症

状
も
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
腎
経
は

足
の
裏
の
「
湧
泉
（
ゆ
う
せ

ん
）」
と
い
う
ツ
ボ
か
ら
始
ま

り
、
足
の
内
く
る
ぶ
し
を
通
っ

て
下
腿
、
上
腿
内
側
を
上
り
、

体
の
内
側
か
ら
鎖
骨
ま
で
、
片

側
２７
、
両
側
５４
の
ツ
ボ
が
あ
り

ま
す
。

寒
さ
に
負
け
ず
に
腎
経
を

鍛
え
る
た
め
に
、
竹
踏
み
や

指
圧
で
足
裏
を
刺
激
し
ま

し
ょ
う
。
ひ
ざ
を
垂
直
に
上

げ
て
踏
み
ま
す
。
一
日
５０
回

か
１
０
０
回
く
ら
い
か
ら
始

め
て
く
だ
さ
い
。

「
湧
泉
」
は
足
の
裏
の
、

指
を
曲
げ
る
と
へ
こ
む
と
こ

ろ
。「
然
谷
（
ね
ん
こ
く
）」

は
足
の
親
指
側
の
く
る
ぶ
し

の
、
前
下
方
の
く
ぼ
み
に
あ

り
ま
す
。
指
圧
を
す
る
場
合

は
手
の
親
指
で
痛
み
を
感
じ

る
く
ら
い
の
強
さ
で
、
一
日

５
分
く
ら
い
、
ゆ
っ
く
り
と

も
み
ほ
ぐ
す
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーススススススススススススススススススススススススススススススススススウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーククククククククククククククククククククククククククククククククククとととととととととととととととととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ののののののののののののののののののののののののののののののののののくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくささささささささささささささささささささささささささささささささささりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりツボの話

元
気
が
宿
る

腎
経
を
鍛
え
る
ツ
ボ

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ががががががががががががががががががががががががががががアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

陸自第１０師団司令部前の「人間のくさり」：名古屋市守山区

８
８
９
号
の
答
え
は
「
ワ
タ

リ
ド
リ
」
で
し
た
。
４１
名
の
応

募
が
あ
り
、全
員
正
解
で
し
た
。

以
下
の
方
に
図
書
券
を
送
り
ま

す
。

杉
浦

正
子（
西
尾
市
職
）

鈴
木

弥
生（
西
尾
市
職
）

石
丸

直
人（
春
日
井
市
職
労
）

渥
美

敦
子（
名
古
屋
市
職
労
）

浅
井
シ
ズ
エ（
名
古
屋
市
職
労
）

片
岡
や
よ
い（
半
田
市
職
）

箕
浦

磯
二（
学
事
労
）

小
久
保
美
代
子（
渥
美
町
職
労
）

和
嶋

泰
子（
犬
山
市
職
労
）

佐
野

桂
子（
瀬
戸
市
職
労
）

◆
い
よ
い
よ
「
税
」
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
我
係
の
親

睦
会
の
名
は
「
は
る
な
会
（
春

無
会
）」
と
い
い
ま
す
。
税
制

が
改
悪
さ
れ
て
、
弱
い
人
た
ち

か
ら
文
句
を
言
わ
れ
る
の
は
我

係
で
す
（
渡
辺
眞
澄
・
名
古
屋

市
職
労
）
◆
長
男
に
女
児
が
授

か
り
す
な
わ
ち
「
孫
」
が
で
き

ま
し
た
。
ま
だ
見
え
な
い
眼
で

笑
う
「
天
使
の
ほ
ほ
え
み
」
を

見
る
と
こ
の
子
が
生
き
る
時
代

を
戦
争
の
起
き
る
時
代
に
は
絶

対
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
強

く
思
い
ま
す
。
９
条
を
必
ず
守

り
た
い
で
す
ね（
山
川
喜
久
子
・

学
事
労
）
◆
私
た
ち
は
登
録
ヘ

ル
パ
ー
（
パ
ー
ト
ヘ
ル
パ
ー
）

ば
か
り
の
組
合
員
で
す
が
、
先

日
み
ん
な
で
要
求
書
を
事
業
所

に
提
出
し
ま
し
た（
杉
浦
美
香
・

安
城
ヘ
ル
パ
ー
分
会
）
◆
春
日

井
市
で
も
ふ
れ
あ
い
収
集
は
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る

も
の
も
考
え
て
い
き
た
い
（
山

岡
正
近
・
春
日
井
市
職
労
）

ク
イ
ズ
の

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

憲憲
法法
守守
れれ

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

関
連
グ
ッ
ズ
の
活
用
を

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
は
、

憲
法
９
条
、
２５
条
を
は
じ
め
と

す
る
憲
法
守
れ
の
運
動
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
「
憲
法
を
仕
事
と
暮

ら
し
に
生
か
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
を
つ
く
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
る
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

を
作
成
し
ま
し
た
。
憲
法
９
条

と
２５
条
の
条
文
を
刷
り
込
ん
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
街
頭
な
ど

で
宣
伝
活
動
を
す
る
際
に
配
布

す
る
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

（
憲
法
署
名
ハ
ガ
キ
入
り
）
も

同
時
に
作
り
、
憲
法
の
大
切
さ

を
呼
び
か
け
る
運
動
を
盛
り
上

げ
る
グ
ッ
ズ
に
し
ま
し
た
。

春
闘
学
習
と
セ
ッ
ト
で
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

映画「草の乱」
上映日程のお知らせ

今度こそお見逃しなく�

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
の
方
に
図

書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
２
月
２８
日
必
着
。
は
が

き
に
か
な
ら
ず
近
況
・
職
場

で
の
話
題
、
今
号
の
「
あ
い

ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を
書

い
て
下
さ
い
。

◆２月６日（日） 犬山南部公民館
�１０

�

３０ �１３

�

３０
◆２月１２日（土） 名古屋市教育館（栄）

１０

�

００より４回上映
◆２月２５日（金） 緑文化小劇場 １８

�

００～
２月２６日（土） 緑文化小劇場 １４

�

００～
◆５月３日（祝・火） 豊橋市民文化会館

１８

�

３０
５月４日（水） 豊橋市民文化会館

�９

�

３０�１３

�

３０

伊藤直子
鍼灸師


